
RPA の光触媒性能評価への応用

濱田 健吾、落合 剛（川崎技術支援部 材料解析グループ）

青木 大輔（川崎技術支援部 太陽電池評価グループ）

永井 武、石黒 斉（研究開発部 次世代ライフサイエンス技術開発プロジェクト）

1. はじめに

現在、少子高齢化にともなう生産年齢人口の低下や働き

方改革の推進などの要因から、生産性の向上や人的コスト

の削減が求められている 1。そのため、デジタル技術の活

用による DX の推進が社会的な課題となっている。定型作

業を自動化する RPA（Robotic Process Automation）は、人

材確保や育成の課題を解決し、かつ業務の効率化による生

産性や品質を向上させることが期待されている 2。KISTEC
が担っている公設試験研究機関としての役割においても、

同様の背景から DX の推進によるサポート体制の充実化

と技術支援の高品質化が求められる。特に光触媒分野では、

新型コロナウイルスの感染拡大など近年の深刻化・多様化

する環境汚染に対し、光触媒の酸化分解力を応用した環境

浄化への期待が高まっている 3。そのため、限られたリソ

ースで最大限のパフォーマンスを発揮するために、RPA を

始めとするデジタル技術の活用は急務であるといえる。本

報では、DX 推進の一環として開始した計測業務への RPA
の導入について、その成果と今後の展望ついて報告する。 

2. RPA（Robotic Process Automation）

RPA（Robotic Process Automation）とは、人間が PC 上で

繰り返し行うルーチンワークをソフトウェアロボットに

よって自動化する技術のことである 2。市販の RPA ソフト

ウェアには、AI による画像認証技術を組み込んだものが

多く、ユーザーは GUI（Graphical User Interface）を直観的

に操作することで目的のロボットを作成することができ

る。そのため、専門的なプログラミング技術が不要であり、

ユーザーは短期間で業務の効率化を図ることができる。こ

のように RPA は、現場の作業者が自身の仕事を自動化す

ることに特化しており、柔軟に変化し、かつ属人化されや

すい研究開発業務への応用が期待されている 2。 

3. 光触媒性能評価への RPA の適用

本報では、「レザズリンを用いた光触媒性能評価試験」

に RPA を適用した。この試験は、光触媒表面のセルフク

リーニング性能を評価するもので、ISO21066 に規定され

る試験である 4。図 1 に示すように、レザズリンから調製

したインクは光触媒によって還元され、色が変化する。こ

の試験では、試料表面に塗布したインクの色変化（RGB 値）

を計測することで光触媒の活性を定量する。具体的には、

比較的平滑な光触媒試料の表面にレザズリンインクをバ

ーコーター法で塗布し、紫外線の照射開始からの色の変化

を観測するもので、その計測はハンドスキャナーやデジタ

ルカメラによる画像撮影である。撮影した画像からの

RGB 値の抽出には、一般的な画像解析ソフト（ImageJ な

ど）を用いることとなっている。試験の構成は、インクの

調製に約 1 日を要するものの、作業は塗布、光照射、画像

撮影となっており、試験は比較的簡便で、タイマーやタイ

ムラプス機能を使うことで容易に自動化が可能である。ま

た、光触媒活性は RGB 値の変化率であることから、試験

結果は直観的で、分かりやすいという特徴がある。しかし、

試験では多数の画像を取得するため、RGB 値の抽出と解

析の作業には長時間を要した。そこで、撮影した画像から

の RGB 値の抽出およびデータ解析を RPA で自動化する

ことにした。

RPA ソフトウェアの仕様や GUI の操作画面は機種によ

って異なるが、非 IT 系人材向けに開発されているため、

直感性が高く、操作性が良いという特徴がある。クリック

やドラッグ・アンド・ドロップなどの代表的な操作は専用

のコマンドが準備されており、任意の位置で実施すること

ができる。また、関数を登録することで番号を振ったファ

イル保存なども可能である。作成した RPA の作業プロセ

スを図 2 に示す。RPA を稼働すると、まず画像解析ソフト

（ImageJ）を起動する。続いて、ImageJ を経由して、画像

図 1 レザズリンを用いた光触媒性能評価 
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が保存されている指定のフォルダにアクセスし、保存され

ている画像ファイルを昇順に 1 枚開く。その後、開いた画

像の所定の分析箇所の RGB 値（線分析または面分析）を

CSV ファイルとして出力し、CSV 保存用の指定フォルダ

に保存する。なお、分析箇所の指定には、RPA ソフトウェ

アに搭載されている画像認識機能と座標指定を使用した。

この操作を画像に含まれるサンプルの数だけ繰り返した

（図 2 では 6 箇所）。1 枚の画像の全ての分析箇所のデー

タ抽出が完了すると、画像を閉じ、再度、画像が保存され

ている指定のフォルダにアクセスし、保存されている画像

ファイルを昇順に 1 枚開く。このようにして、フォルダ内

の全ての画像および分析箇所に対して RGB 値の抽出作業

を実施した。最終的に CSV 保存用の指定フォルダには画

像枚数×分析箇所のファイルが保存されるが、これらのデ

ータを一元化し、グラフ化する過程においても RPA を活

用した。これにより、これまで 4 時間程度かかっていた解

析作業を完全に自動化することができた。また、処理を自

動化したことで、データには、人的なミスや意図的な判断

が一切含まれない。分析箇所は画像中の座標を指定してい

るため、手動に比べて再現性も向上した。

3. RPA による公開データの集約

光触媒工業会では、性能や利用方法が適切である製品に

対して PIAJ 認証マークを付与している 5。承認された製

品の情報や各種 JIS試験の結果はHP上で公開されており、

これにより健全な市場形成が進んでいる。

今回、RPA の研究開発業務への応用として、光触媒工業

会が公開しているデータを使用して各種 JIS試験の性能間

の関係性について解析した。RPA には、PIAJ 認証として

登録された各製品の情報ページにアクセスし、性能が記載

された部分のみを抽出し、これを繰り返すことでデータを

集約させた。その結果、図 3 に示すように、データ数は限

られたものの、セルフクリーニング効果と抗菌効果に直線

的な相関があることが確認された。この結果から、「抗菌・

抗ウイルス製品のためのスクリーニング法の開発」という

着想に至った。RPA の解析結果を参考に、より簡便な代替

試験法について検討した。その結果、図 3 のような検量線

を作成することで、アセトアルデヒド分解性能試験を抗ウ

イルス製品のスクリーニング試験として利用できること

を見出した 6。 

4. 結論

DX推進の一環として開始した光触媒性能試験へのRPA
の適用について、その成果について解説した。RPA の導入

により、業務の効率化および品質の向上が確認された。光

触媒分野においては、ニーズとシーズをしっかりとマッチ

ングさせた技術支援や研究開発が重要であり、RPA をは

じめとするデジタル技術の活用はそれを充実化、高品質化

させる有効な手段であると考える。
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図 2 作成した RPA の画像解析プロセス 

図 3  PIAJ 認証製品データの調査結果 
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